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307.勧綴系コンブライアンスの加議会変化と運動中の
友愛後魚事寺田SAγproject113時
〈;〉大槻 毅¥符!京 )1妥之、気対j 手r:)ミ子:~、 j司法 li:E 1、
f1J [l] ~PÌ'ロJ4 、久野~.~~t!. <1、鯵坂経...'"4、松庇!光
( I 筑波大学 体育科学研究科、業技術総合研究所
人 i詰H結社i返]ン33弓~í)P守、 3筑波大学体行niJl究科、 4筑波大
学体育科学系)
[iJfラピのよ手子衆と目的J.......般には，動脈系コンプライア
ンスがJ伝議後負荷;こ及ぼす彩響は小さいと考えられる.
しかしながら，説IjM]長系コンブライアンスは泌総ととも
に低下するので，中潟鈴殺では巡動向，の友:気後鋭角~，ニ
有設の影響i;を及iます可能性が考えられる.本研究のg
(1ちは，重~J絞系コンブライアンスが殻大下選数符の主主
後負荷に及;ます影響を事 tfJ~~ì齢者を対象に宕il1合成人と
Jt!~交しながら検討することである[方法}おlfllH:::.
i布施1fn.続および高邸機の投薬治療を受けておらず， 1緊
燥留棋のない中高齢者 (n:; :1G) および~-~:j総成人\.1)
39) を対象;ニ自転車工jレゴメーターをmし、たラン
プ負荷運動3え験を行い. SAC (Syslcmic Artどrial
Complìance) および議3恐慌姶Hきから換父t~上認後に至る
間の仕事態 (WR; Work Ratc)の増大に対十る動w長
.J:'ラスタンス (Ea: !九rtcrial五、la$tanee，0.9 x 1f文総j与j
i駐 JJ~.:;.た窓 11凶:fo1:H巌)の端大の比 (sEa/ムW院
を測定した. いきょ長]q1高齢者では念総成人に1:とべ
て.SAC (0.88土 0.26vぉ.1.-12土 0.2Gml . mmmlIg j 
m勺は有窓のfL.¥:1むを示!ハムEii!ヰWl¥{ま有意のi高検
を示した 11.02こL0.78 vs 0.0合土 0.21illHlHg・
ml句 1・watl1(Xlo-:l)l. q.1高議会{i-においては.Si¥じ
とム Ea/~ W良 (r= -0.42) とのi品Hこ有意の初j湾
関係カワなめられたが， '!5鈴成人においては存:志の相関
関係は認められなかった ら.= -O. (9) . [総括}
髭!朕系コンブライアンスはi、ド高齢ず?では最大下運動特
のふ:;~長後負 wtこ有~の影響を及lますが，Z:鈴成人では
司言語:の彩響を及ぼさない可能?立がぷ殺された.
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